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一フランス会計史研究の一・en一
森川八洲男
は　じ　め　に
　従来のフラソス会計史研究では，19世紀はもっぱら勘定理論の発展史として
とらえられてきたが，それだけでは未だ十分とはいえない。特にこの時代は，
資本が生産過程へ進出し，その結果として，本格的な資本主義的生産のにない
手としての産業資本が生成・発展する時代であり，このような経済事情を背景
にして，簿記の生産過程への適用が企てられ，それにもとついて，製造原価計
算が生成・発展をとげる過程であるからである。その意味では，この時代のフ
ラソス会計史研究の重点は製造原価計算，さらには，それとの関連でしだいに
重要性を帯びてくる固定資産減価の計算的把握方法としての減価償却に関する
澗題にこそ向けられなければならないであろう。
　本稿は，このような観点から，フラソスにおける原価計算の先駆として知ら
．れるペイヤソの「製造業者簿記論」　（Essai　sur　la　Tenue　des　Livres　d’un
Manufacturier，1817，　Paris）を取り上げ，彼の構想する原価計算論を考察し，
そこに含まれる諸問題に検討を試みたものである。
（一）　馬車製造業の簿記
　ペイヤソのこの「製造業者簿記論」は，主としてリトルトソの名著「会計発
達史」Accounting　Evolution　to　lgOO，1933）を通して，すでにわが国にも知ら
れている（1）が，ここでは，特に原典によりながら彼の所説を考察したい。
　さて，ペイヤソは，本書において，三種類の製造業（manufacture）の簿記
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を例示している（ただし，リトルトソの著書ではこのうち最初の二種類の企業の簿記
にしか論及されていtsい。）。
　まず，最初に取り上げられているのが最も単純な製造業としての馬車製造業
の簿記である。彼は，ここで，このような製造業の簿記ないしは会計の体系を
「金銭会計」と「現物会計」とに二分し，それに応じて次のごとき帳簿組織を
設定している。
…計
i蠣轍，残高表
　ここにいう金銭会計（compte　en　argent，　ou　comptabilit6　en　argent）とはい
わゆる「営業会計」にほかならない。彼の言葉を用いれば，それは「購入，支
出，売上および収入を含む。それは商業簿記におけると同様に，人名勘定およ
び一般勘定を含む」ものであり，「商人が商業において用いるのと同じ会計で
ある〔2｝」。これに対して，現物会計　（compte　en　nature，　ou　comptabilit6　en
nature）とは「製造会計」のことであり，特にこの記帳例に関していえば，
「（馬車の製造に関与した）御用商人や請負人の勘定書に対してなされる抜華
（d6pouillement）から成る〔3）」ものであると説明される。簿記ないしは会計の
体系をこのように金銭会計と現物会計に二分するという考え方は基本的には他
の記帳例にも貫かれている。
　そこで，早速，彼が示している記帳例をながめよう（4）。
　〔第1例〕　開始残高
資　本　金
　この例示を簡単にするために，　（期首）資本金はないと仮定されている。それ故，こ
こではこれを作成する必要はない。
〔第2例〕当座帳
企業家は3台の馬車を製造しようとする。すなわち，car。sse，　cabriolet，　charrette各
　（515）
一台宛である。
　1月，指物師は次の金額の勘定書を提出した
金具工
木材商人
車大工
鞍具工
塗装工
???「?? ???
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・・・…@407
・・…@。875
・・・…@972
・・・…@645
・・・…@190
・・・…@575
3，664
　　彼らは馬車が売れるまで信用を与えることに同意した。
4月，馬車（引用者注一carosse）をAlphonseに販売した
　　cabrioletをBarth色1emyに販売した
　　charretteをCurandierに販売した
・・。…@2，045
…　；・・1，G95
・…@。・　637
3，779
馬車の代金を受取った。
供給者に支払をおこなった。
〔第3例〕　金銭仕訳帳（Journal　des　coMptgs　en　argent）
経営は責任を負う
借方
3，664
　　　　　　　　　　　　　3，664
倉庫は馬車3台を受取った　　3，664
Alphonse，　carosseの買手　　2，645
Barth61emy，　cabrioletの買手1，095
Curandier，　charreteの買手　　637
現　　金
6人の御用商人
3，777
3，664
18，546
指物師
金具工
木材商人
車大工
鞍具工
塗装工
経営は責任を解除される
貸方
　407
　87S
　972
　645
　190
　575
倉庫はcarosseにつき責任を
解除される
を解除される
倉庫は
を解除される
Alphonse
Barth61emy
Curandier
現　　金
倉庫はcabrioletにつき責任
charretteにつき責任
3，664
3，664
難｝3・664
3，777
3；664
18，433
利益
70
125
195
損失
82
腕
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〔第4例〕　現物仕訳帳（Journal　en　Nature）
　　　　carosse，　cabrioletおよびcharrette各一台の製造について
　　　　　　　　　　　　勘　定　書　の　抜　葦
1月Carosse
Cabriolet
Carosse
．Cabriolet
Carosse
、Cabriolet
，Charrette
Carosse
Cabriolet
Charrette
Carosse
Cabriolet
Charrette
Carosse
Cabriolet
Charrette
305
102
475
400
440
310
222
340
100
205
70
65
55
指物師
｝銀工
木材商人
（516）
彼の勘定はcarrosseにっ
き3051．およびcabriolet
につき102を含む　　　　407
車大工，彼の勘定書
鞍具工
lii｝…
3月
3，664
1，177
1，975
　512
経営は倉庫への引渡により
責任を解除される
7，328
〔第5例〕元帳（Grand　Livre）
指物師
金具工
木材商人
車大工
・鞍具工
塗装工
三人の買手
’借　方
彼の勘定書
彼の勘定書
彼の勘定書
彼の勘定書
彼の勘定書
彼の勘定書
875
972
645
190
575
3，664
3，664
7，328
貸　方
　407
875
972
645
190
575
（　517）
　　Barth61emy］，095
　　Curandier　　　　637
　　Alphonse　　2，045
　Carosse
　Cab　riolet
　Charre　tte
利　　益
3，777
1，975
1，177
　251
7，441
7，328
　113
?
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3，664
1，975
1，177
　512
7β28
1
｛第6例〕　閉鎖残高・勘定残高
借方
Carosseの買手，　Alphonse　2，045
Cabrioletの買手，Barth61emy1，095
Charretteの・買手，　Curandier　637
　　　　　　　　　　　　3，777
　　　　　　　　　　　　3，664
新資本　　　　　　　　　　ll3
指物師，
金具工
木材商人
車大工
鞍具工
塗装工
残　　高
貸　方
　407
　875
　972
　645
　195
　575
3，664
　113
3，　777
　まず，当座帳（main　courante）には各取引が発生順に記入されている。．そ
れからみると，これは取引日誌，つまり日記帳（m6morial）にほかならない。
　次に，金銭仕訳帳（journal　des　c・mptes　en　argent）には営業取引が複式簿
記の手法を用いて記帳されている。すなわち，木材商人から主要材料たる木材
の購入，指物師，金具工，車大工，鞍具工，塗装工などの各種職人からの加工
労働の購入による製品の製造一ただし，これらはいずれも商人や職人の勘定
書という形で示され，原価要素の購入という形では明示されていない点が注目
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される一，完成した製品の倉庫への引渡し，生産物の販売，代金の回収およ
びその代金から商人や職人に対する債務の弁済といった一連の取引過程が複式
簿記の原理にもとついて貸借両面から記入されている㈲。なお，そこでは，
製品販売の際に，個別的に販売損益が計算され，特別に設けられた「利益」ま
たは「損失」なる欄に記帳されている。
　さらに，このようなデータは金銭元帳に転記される。それを示したのが「元
帳」（grand　livre）とみられるが，その記入内容は必ずしも明瞭ではない。な
お，リトルトソの著書にはこの元帳は取り上げられていない。
　このような記帳において特に一連の取引過程が各当事者間におけるいわゆる
チャージ・ディスチャージの関係としてとらえられている点が注目される。こ
の点について，ペイヤソはこの金銭仕訳帳における記帳関係を総括して，次の
ように述べている。「経営は第一債務者（le　premier　d6biteur）であり，倉庫
は第二債務者，買手は第三債務者，現金は第四債務者である（6）」と。このよ
うに金銭仕訳帳において記帳対象としての取引過程が各当事者間におけるチャ
ージ・ディスチャージの関係，ないしは債権・債務関係として把握されている
ということは彼が構想する簿記論が当時依然として支配的であった人的勘定理
論（th60rie　personalistique　des　comptes）に立脚していること，およびそれと
関連し，そのような枠組に即応して，一種の責任会計思考が展開されているこ
とを物語るものといえよう。
　一方，現物仕訳帳においては，製造過程の記帳がやはり複式簿記の技法を適
用しておこなわれている。すなわち，馬車の製造に関与した各種の職人や商人
の勘定書を通して集計された諸支出が生産物たる3台の馬車に配分され，その
結果，各馬車の製造原価が集計・計算されるとともに，かかる原価にもとつい
て，倉庫勘定への引渡記帳がおこなわれ，それをもって製造経営の責任が解除
されるという関係が示され，金銭仕訳帳の記帳に結びついている。
　かくして，この現物仕訳帳は，金銭仕訳帳（したがってまた金銭元帳）における
製品原価の計算過程を示す補助簿としての中身をもつものであり，さきにみた
金銭仕訳帳における〔借〕（製品）倉庫3，664〔貸〕（製造）経営3，664という仕
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訳記入を通じて金銭仕訳帳と結合しているのである。この点にまず注意を払い
たい。
　次に，このような現物仕訳帳に関して，（1）材料費や労務費といった原価要素
が明示されておらず，それに代えて各職人や商人の「勘定書」（m6moire）が
記載されている　（つまり人名勘定による記帳が示されている）点および（2）これらの
原価要素を結合する際に通常使用される労働手段，つまり固定資産項目が存在
していない点などが注目される。これらの点は，この馬車製造業が一つの作業
．場に各種の職人を集めて労働させ，完成品としての馬車を製造するという形態
をとっていたのでなく，その製造作業を外部の各種の職人に請負わせるような
形態でおこなっていたことを物語るものといえよう。まさしくペイヤソ自身の
言葉をもってすれば，かかる製造業は「手間賃を払ってすべてを作らせている
〔6｝」のである。かくして，このような馬車製造業の生産形態は分業にもとつ
く協業をその技術的基礎としていたという点において確かにマニ＝ファクチュ
ーア（manufacture）であるが，その製造作業が作業場内部において一連の過程
としておこなわれず，もっぼら外部の各種職人に請負わせていたという点で
は，いわゆる異種的マニュファクチュアの一形態とみられるものである〔7）（8）。
その意味では，「製造過程」といっても，それは内部取引ではなく，むしろ外
部取引を代表するものであり，したがってここにみられる「原価計算」はもと
もと純粋な内部経営過程としての製造過程に関する計算として成立つ「製造原
・価計算」とはいえないのではないかと考えられるのである〔9）。
（1）わが国においてペイヤンのこの「簿記論」を取扱った文献には次のものがある。
　　これらはいずれもリトルトンの「会計発達史」によっている。
　　　木村和三郎「原価計算論研究」　（昭和18年）日本評論社
　　　黒沢清「原価会計」　（昭和27年）千倉書房
　　　白井佐敏「複式簿記の史的考察」　（昭和36年）森山書店
（2）　Payen；Essai　sur　la　Tenue　des　Livres　d’un　Manufacturier，　1817，
　　Paris，　P．4．
・（3）　Payen；op．　cit．，　P．5．
〈4）　Payen；op．　cit．，　pp．7～11．
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（5）
））?（（
（8）
（9）
（520）
リトルトンは，この点に言及して，次のように述べている。　「この仕訳は労働と
材料から生産物へ，生産物から現金へ，現金の中から大工（リトルトンの訳語は
carpenterとなっているが，原語はmenuisierである。本稿ではこの原語にし
たがって指物師と訳出した一引用者注）その他の工入へと価値の移動する関係
をきわめて明瞭に反映している」と。A．　C。　Littleton；Accounting　Evolution、
to　1900，1933，　New　York，　p．325。片野一郎訳「リトルトン会計発達史」442、
頁～443頁。
Payen；oP．　cit．，　P．12．
　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　ロ　　　　　　　ロ　　　ロ　　の「マニュファクチュアの編制には二つの基本形態があって，この二形態はときに
は絡みあっているが本質的に相異なる二つの種類をなし，殊にまた，のちにいた．
りマニュファクチュアが機械経営工業すなわち大工業に転化する際にはまったく
相異なる役割を演ずる。この二重性格は製作物そのものの本性から生ずる。製作
物は，自立的な諸部分生産物の単に機械的な組合せによって形成されるか，さも
なければ，その完成姿態を一系列の連絡した諸過程および諸操作に負うのであ・
る」。長谷部文雄訳「資本論」第1部下・571頁。このうち，前者は「異種的マニ
ュファクチュア」（heterogene　Manufaktur），後者は「有機的マニュファクチ
ュァ」　（organische　Manufaktur）と呼ばれる。
この点について，白井佐敏教授も次のようにいわれる。　「ここでの『物品仕訳
帳』に示された原価計算手続には，原価諸項目についての何らの費目別分類も与．
えられてはいない。そして，それに代って，大工Carpenter，鍛治屋Smith．
材木商’kurnber　Merchant，車匠Wheelwright，馬具屋Saddler，塗装屋
Painter等々，人名勘定による処理が示されているにすぎないのである。　この
ことは，当然に，ここに前提された生産の形態がマニュファクチュァとしてのそ
れであったとしても，まさしく，いわゆる「異種的マニュファクチュア」の範躊・
に属するものであったと考えられるということと関連せしめて理解されなければ．
ならないであろう」と。前掲書，202頁。
なお，この点については白井佐敏「前掲書」202頁～203頁参照。また，神田忠雄
教授は，産業資本主義段階における原価計算の発展を追跡するなかで，ペイヤン
の所説に言及され，この点について，次のように指摘されている。「ペイヤンには．
馬車製造業と膠製造業の例があるが，馬車製造業の簿記は正確にみるとき，固有
の工業簿記ではないことに注意しなければならない」。「ここでは一方に，この馬一
車製造業（マニュファクチュア）は工人たちを一つの作業場に集めて労働させる
形をとりながらも，道具や補助原料（釘，金鎚，カンナ等々）はすぺて工人が自
弁する点で本質的には材料加工を外部に発註した『問屋』一ドドソンの製靴業
者，トムスンの靴下製造業者のごとき一と同性格をもち，その限りで内部取引
ではなく，他方に馬車製造は数台の同時的な製造に当っても，材料消費，工人の・
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　　作業においてもおそらく各馬車の『原価計算』という程の問題をもたない簡単明
　　瞭な計算であったと思われる点で，　『原価計算』と『工場簿記』の原型をここに
　　見ようとするのは当らないというべきであろう。それに比べて膠工場の例は，ほ
　　ぼ完全な『原価計算』を示している」と。神田忠雄「現代資本主義と会計」　（昭
　　和46年）法政大学出版局，68頁～69頁。
（二）　獣膠工場の簿記
　（1）　記帳例の紹介
　引き続いて，ペイヤソは，「単一の生産物，単一のボイラーそして単一の炉
をもつにすぎないマニaファクチュア」としての獣膠工場（fabrique　de　colle
forte）の簿記を示している〔1）。このマニュファクチュアでは，自己の作業場に
おいて，分業にもとつく協業を基礎に，獣膠の製造に関する一連の作業が営ま
れているのであり，その意味では，これは，さきの記帳例の場合と違って，有
機的マニュファクチュアと呼ぽれるものにほかならない。そして，このような
生産形態に対応して，この記帳例では純粋に内部過程としての製造過程に関す
る原価計算の原型が見出されるのである。この点に，まず，注目したい。
　さて，次の記帳例にみられるように，ここでも，簿記ないしは会計の体系は
金銭会計と現物会計とに二分されている。まず，前者からながめよう。そこに
は，やはり営業取引が複式簿記にもとづき主に人名勘定を用いて記帳されてい
る。
　〔第7例〕当座帳
1月繰革商Rogerは靱皮工場の皮革
　重量25，　800リーヴルの勘定書を提出した。その金額は……一……一・…12，　900
　自糠革製造業者Rousselは皮膠
　重量2，600リーヴルの勘定書を提出した。その金額は………・一…・………1，300
　仲．買業者Leroy氏は現金を前払した。…………・……・・……………・…・・…2，800
　請負人Houel氏は炉建設の勘定書を提出した。その金額は・一…………・1，000
　　　内訳：金具類……………150
　　　　　　石工事……………155
　　　　　　煉　　瓦……………200
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　　　石　　膏……………150
　　　鉛……………・…・…・195
　　　切石……………150
　　　　　　　　　　　1，000
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3月支配人は彼の費用報告書を提出した。その金額300リーヴルが
　　彼に支払われた。……・…………・・……・・…………・・………・………・…………300
　靱革商Roger氏に（額面）5，　OOOリーヴル，支払日6月1日の
　　約束手形と，同じく2，000リーヴル，支払日7月1日の約束手
　　形を振出した。………一………・……………・・…・……・…・………・…………7，000
　　Roussel氏に700リーヴルを支払った。…一・…………・…一一………・……700
　　ボイラー製作業者Mistral氏に内金3，000リーヴルを支払った。………3，000
　Desvignes氏は石炭50俵，単価60リーヴルの勘定書を提出し
　　た。その金額は……一……・・………・………・…………………・……………3，000
　　3ヵ月間に支払われた賃金表。その金額は一…………・・………・………・…・2，000
　　Mistral氏は次のような内容の勘定書を提出した。
　　銅製ボイラー……・…………・……………・・…・・………………3，000
　　数個のコック…………………………………・………一…・…2，　OOO
　　および小修繕…………・・…・……………・・…・…・・……………・…500
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，500　　　　　　5，500
7月1日家屋の賃借契約に署名した。
　ただし，1年につき1，000リーヴルで，6ヵ月分を前払する
　　　という条件である。………………………………・…．．＿＿＿＿．＿＿．．＿＿＿500
　仲買業者Leroy氏および各御用商人と販売終了まで支払を延期
　　するという協定を結んだ。そして彼らと協定した割引は総額
　　　300リーヴルである。一……・………・……………・・…・…………・……・・……300
　Leroy氏に数回に分けて積送した。
　　その内訳：
　　第1回………………・・…・6樽
　　第2回……・…………・・…10樽
　　および第3回……………3樽
　販売終了後，これに関する送り状を送付した。
　仲買業者Gu6rin氏に獣膠5樽を送付した。
　Desvignes氏に3，000リーヴルの（約束）手形を振出した。………………3，　OOO
　Leroyは（約束）手形2通を送付した。一通は（額面）2，000リーヴル…2，　OOO
　そして他の一通は6，000リーヴルである。………・……一・…・…一………・6，000
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　Mistral氏にLeroyの（額面）2，000リーヴルの（約束）手形
　　を譲渡した。……・………一・・…・…・・………・・……・…・………・……………2，000
　Gu6rinは獣膠の売上計算書を送付した。その金額は457リーヴ
　　ルである。………・……・…・…・………・……・◆…………・……・・………………・・457
　Gu6rinは他の一樽の売上計鉾書を送付した。その金額は294リ
　　ーヴルである。…・…・…………・……・…・………・・………・………・……………294
　Jean・Jacquet氏にGu6rin氏宛の2通の為替手形を送付した。
　　金額は457リーヴルである。……………………………・・……・……・…・・……457
　洞様にJearJacquet氏にGu6rin氏宛（額面）294リーヴルの
　　第二通目の為替手形を送付した。……・………・…・・………・………・…………294
彼は割引控除なしに，その手形代金を支払った。・・………………・……………294
　Houelに内金として100リーヴルを支払った。…・…………・…・………・・一…100
　Leroyは彼が受取った膠19樽の売上計算書を提出した。純売上
　　高は18，948リーヴルである。一…・…………・・…………・……・…………18，948
　彼は残金8，148リーヴルを現金で支払った。…………………………………8，148
1〔第8例〕　金銭仕訳帳
経　営
現　金
経　営
経　営
支配人，受取
Roger，革柔革商
Russel，現金
難甦ボイラー｛1糊
経　営
経営は債務を負う
労働者，受取
輝営は債務を負う
経　営
経　営
経　営
Leroy，仲買業者，　6樽
Leroy，　　　　　　　　10pa
借　方
14，200
2，800
1，000
　300
　300
7，000
　700
3，000
3，000
2，000
2，000
5，000
　500
　500
　300
　　　　　　　　　　　　　貸　方
｛畏器乙稽轟鯉難書1？：988
Leroy，仲買業者，前受金
Houel
支配人，費用
現金，雑費
証書お・び手形｛1：888
現金，Rousse1へ
現金，ボイラー製作業者
Desvignes，彼の勘定書
労働者
現　金
Mistral，ボイラー－ee作業者
Mistra1，修繕のため
家主（家賃），信用
債権者，延滞利息のため
経　営，6樽
経　営，10樽
2，　800
1，000
　300
　300
7，000
　700
3，　OOO
3，000
2，　OOO
2，000
5，000
　500
　500
　300
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Leroy，　　　　　　　3樽
Gu6rin　　　　　　　5樽
Desvignes
手形入れ
Mistral，手形
Gu6rin，仲買業者，
n° P37，売上
Gu6rin，一樽売上
n° P28，売上計算書
Jean－Jacquet，二通の
為手を受取る
Jean－Jacquet，二通の
為手を受取る
現金，　Jean－Jacquet
より受取る
Houelは債務を負う
Leroy，19樽に関する
彼の売上計算書
現金，Leroyより
3，000
8，000
2，000
　457
294
457
294
　294
　100
18，948
8，148
84，592
経営，3樽
経　営，5樽
証書および手形の支払人
Leroy，彼の手形
手形入れ
経営の製品倉庫
経営の製品倉庫
Gu6rin，為手2通
Gu6rin，前記手形
Jean・Jacquet
現金，Houelへ支払う
経営の製品倉庫，19樽
Leroy，送金
（524）
3，　OOO
8，000
2，00〔＞
　457
294
457
294
294
　10〔）
18，948
8，148
84，　592
商品倉庫，24樽
Leroy，19樽，送り状
Gu6rin，3樽
Gu6rin，2樽
現物勘定の提示による金銭仕訳帳の補正
17，000
18，　948
　751
　312
借刻
37，011
経営，膠20，　OOOの原価額
商品倉庫，22樽出庫
売残りの2樽の原価
貸　方
17，000
16，734
266
34，000
利益
3，　Oll
損失
（なお，この仕訳帳はE．T．　Jonesの簿記書（第2版，1803，42頁）の仕訳帳を一
モデルにして作成されたといわれる）
〔第9例〕　金　銭　元　帳
　Roger，革柔革商
われわれの手形
同じ，われわれの引受
　Roussel
現　金
借　方
5，000
2，000
7，　OOO
700
彼の5枚の送り状
残りの第6送り状
第1送り状
貸　方
10，9001’
2，000，
12，　900i
1，10〔レ
（525）
700
　労働者
支払　　　　　　　　　　2，000
　Mistral，ボイラー製作業者
現金　　　　　　　　　　3，000
手形，Leroy，　　　2，000
債権者
家　　主
5，000
　支配人
費用のため現金出納係から受取る300
証書および手形の支払人
　現金出納係
現金Ler・y・1：ll9｝
現金Jean　Jacquet
10，　948
　294
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第2送り状　　　　　　　　　200・
　　　　　　　　　　　　　1，3001
彼らの90日分の賃金 2，000
彼のボイラーの計算書，6cumoire，
fagon，6tain，　robinet　　　　　　3，00〔〉
同　　　　　　　　　　　　2，　OOO
彼の第3計算書　　　　　　　　500i
　　　　　　　　　　　　　5，　500
延滞利息のため
家賃
Pelles
Ar6moire，　etc
Robinet　de　hasard
Merlin
Voiturier
私の手形，Roger宛
同，Roger宛
Desvignes
300［
500，
300，
Houlへ支払
現金，Rousselへ
5，　OOOl
2，　OOO・
3，000．
10，000・
1001
70（〉
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　Des▽ignes
私の手形
　手形入れ
幸髭器：1：謙
　Gu6rin
彼に5樽積送，販売，第何号
委託販売，第128号
　Jean－Jacquet
手形2通Gu6rin
手形1通，同
　Leroy，仲買業者
彼の売上計算書
　Houel，請負人
現金借
242，11
000?3
000?8
157
754
????
849?81
001
001
　　　　　　　　　　　　　　（S261
支配人，雑費　　　　　　　　　300
労働者　　　　　　　　　　2，000
　Mistral，ボイラー製作業者’3，000
　　　　　　　　　　　　　　6，100
石炭60俵，単価501iv，　　　［3，000
ボイラー製作業者に
手形を送付　　　　　　　　　2，　obo
彼宛。為手、通iil：：1｝　457
彼宛の為手　　　　　　　　　　　294
　　　　　　　　　　　　　　　751
彼により支払われた前記手形　　294
　　　　　　　　　　　　　　　294
舞1：il9｝　1・，・948
手」E”　2通P：Sgl｝　8，…
　　　　　　　　　　　　　18，948
彼の送り状，他の5人の債権
者の送り状を含む　　　　　　1，000
　　　　　　　　　　　　　　1，000
（527）
製造経営
請負人
原　料
道　具
石　炭
利　子
労働者
小道具
家　賃
ボイラー修繕
道具修繕
　商品倉庫
獣膠24樽を受取った
1，000
14，　200
5，000
3，000
　300
2，000
　300
　500
　400
　100
26，　080
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その金銭勘定の責任解除の
ためセこ記入する：
Leroyの売上高
・・e…の売塙lll｝
膠22樽の売上高
売残りの2樽の価値
18，948
　751
19，699’
　312’
　　　　　　　　　　　　　20，01丁
積送Leroyへ6樽
　　　　Leroy　へ13樽
　　　　Gu6rinへ3樽
　　　　Gu6rinへ2樽
　　　　　　　　　24樽
売上済　　　　　　22
売残り，　Gu6rinの手許にある2樽
〔第10例〕　元帳の借方および貸方一覧表
　（Relev6　des　D6bits　et　Cr6dits　du　Grand　Livre）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　借　　方
R。ger，韓商　　　　　　　7，000
Rousse1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　700
労働者　　　　　　　　　　　2，000
Mistral　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，000
債権者
Payen，家主
支配人　　　　　　　　　　　　　　　　　300
契約証書および手形の支払人
現金　　　　　11，242De　svignes　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，000
貸　　方
　12，900’
　1，300・
　2，000・
　5，　500・
　　300・
　　500・
　　30ひ
　10，00Q・
　6，10ひ
　3，000・
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手形入れ
Gu6rin
Jean－Jacquet
Leroy
Houel
経営，製造
て第11例〕　元帳勘定残高表
8，000
　751
　751
18，948
　100
26，800
84，　592
　　（528）
2，　OOO
　751’
　294
18，948
1，000
19，699
84，592－・
（Bil・n・・B・1・nces　d・・C・mptes　d・G・and　Livre　dan・1・u・・；d・e）
Roger，革柔革商
Roussel，彼に負う
・労働老
Mistral，ボイラー製作業者
債権者，彼らに負う
家主，彼に負う
支配人
未払の証書および手形
現　　金
Desvignes，清算済
手形入れ
Gu6rin，彼は何も負わない
L6roy，彼は何も負わない
Jean－Jacque，彼は負う
Houel，彼に負う
借　　方
5，142
6，000
457
11，　599
現柳勘定の提示による残高表への加算
貸　　方
　5，　900
　　600
500
300
500
10，000
　900
18，700
（Addition　au　Bilan，　d’apres　la　reddition　du　compte　en　nature）
酢???? ??????????
　312
　900
4，500
2，　OOO
　200
2，200
く529）　　　　　　　　　　　　　　　　　ペイヤンの「製造業者簿記論」　　79
　　　　　　　　　　　借方　 21，711
　　　　　　　　　　　貸方　 18，700
利益（元帳勘定残高表から生じたもので，　3，0〕1　　　　　　　、3，011
経営により提供される，製造原材料勘定に　　　　　　　　　　　　　21，711
見出されるものに等しい）
〔第12例〕　経営の貸方記帳に関する製造作業場の現物仕訳帳
　（Journal　des　Comptes　en　nature　des　ateliers　de　fabrique　poqr　la　Comp・
　tabilit6　du　cr6dit　de　rentreprise）
A。原料倉庫
28，400リーヴル，単価50fr．
B．製造作業場，賦課
　24樽を製造した。
D。製品倉庫は獣膠24樽
　重量20，000の責任を負う
E．委託先，Leroyは6樽
　の責任を負う
E．委託先Leroyは13樽
　の責任を負う
E．Gu6rin，仲買業者，
14，200
12，000
　　　　　　　　　　5樽
　　　　　　　　　　24樽
（16頁の金銭仕訳帳の補正を参照）
〔第13例〕
経　営 14，　200
倉庫，24，000リーヴル，出，　12，000
B．製造作業場は膠24樽の送付
　により責任を解除される
D．製品倉庫，Leroy氏に6樽
　を送付
D．製品倉庫，Leroy氏に13樽
　を送付
D．製品倉庫Gu6rinに5樽
　　　　　　　　　　24樽
　　　　　経営の借方記帳に関する，作業場管理の現物仕訳帳
（J・u・n・ldes　C・mptes　en　n・t・・e　d・1・g・・ti・n　d・・at・liers，　P。u・C。mP仁。．
bilit6　au　d6bit　de　l，entreprise）
作業場（支配人）
原　価
経営，繰越
作業場（支配人）
炉
作業場
・炉
作業場は支出の責任を負う
炉
作業場は支出の責任を負う
炉
14，200
12，000
2，200
　　50
　　50
　150
　150
　200
　200
　　50
　　50
経営，原料
作業場（支配人），消費
　　　　　　　現物残余
経営，金具工の勘定書
作業場
経営，煉瓦職人
作業場
経営，煉瓦
作業場，炉に使用
経営，石膏
作業場，炉に使用
14，200
12，000
2，200
　　50
　　50
　150
　ユ50
　200
　200
　　50
　　50
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作業場は支出の責任を負う　　　　75
炉　　　　　　　　　　　　　　　75
作業場は切石に対する支出
の責任を負う　　　　　　　　　25
炉　　　　　　　　　　　　　　　25
作業場は支出の責任を負う　　2，000
生産物，原価　　　　　　　　2，000
作業場はボイラー一一に対する
支出の責任を負う　　　　　　4，900
経営，　繰越　　　　　　　　　　　　　　　4，100
原　価　　　　　　　　　　　　800
作業場は道具に対する支出　　　500
の責任を負う　　　　　　　　　100
経営，繰越　　　　　　　　　　　400
原　価　　　　　　　　　　　　200
作業場は石炭に対する支出
の責任を負う　　　　　　　　3，000
原　価　　　　　　　　　　　1，000
経営，繰越　　　　　　　　　　2，000
作業場は次の責任を負う
　　利子300
　　雑費　300　　　　　　　　　　　　　　　　1，100
　　家賃500
原　価　　　　　　　　　　　1，100
〔第14例〕現物元帳
　　　　　　　　　　　　　借　方
　　倉　庫
原　料
28，400切片，単価50C．　　　14，200
　　製造作業場
経営，鉛
作業場，炉に使用
経営，切石
作業場，炉に使用
経営，労働者
作業場，従業員賃金
第一生産物
経　営
作業場，ボイラー2基
　　　　　評価額
　　　　　使　用
経営，道具
作業場，杓子2個，銅管4個
　　　　使用，損耗
経営，石炭
粥｛膿：191｝
経　営
作業場，消費
損　耗　　　　　　400
消費　　24，000
原価へ振替
棚　卸　　　　　4，　OOO
　　　　　　　28，400
??35（
??????
?00，2
009?4
??????4
?（ ???
000?3
000?3
001，1
001L
方貸
???1
（531）
28，400切片，損耗分を含む　　12，000
　（注）他のすべての支出項目は貸借．
　一致しているため，元帳に勘定を継
　続しない。それは開設された勘定を
　もつ他の債務者によって置換えられ
　るからである。’
　　倉　庫
製　　品
膠24樽，重量20，000
?????? ???????
300
200
150
200
50
75
25
　　労働者
彼らの賃金
　　ボイラー
4脚のボイラー1基
重　量　　　　　853
正方形のボイラー1基
6脚，重量　　　666
修繕費
　　道　　具
杓子2個，重量75
垂同管4個，　重量192
修繕費
　　石　　炭
50俵
1，000
2，000
4，500
400
225
275
100
3，　OOO
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｛庫した獣膠製品24樽の
使用分（切片）　24，000
在庫分　　　　　4，　OOO
損耗分　　　　　　400
28，400
幽Leroyへ積送　　　6樽
同　　　　　13樽
Gu6rinへ積送：　5樽
24樽
1？，000
棚卸評価
膠製品の原価へ振替
獣膠20，000の製造に使用
原価へ振替
棚卸評価
原価へ振替
棚卸評価
原価へ振替
消費16俵暑
900
100
2，000
4，100
・400
400
200
1，000
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　　諸費用
1°債権者への利子
2°雑費および道具
3°家　　賃
〔第15例〕　現物元帳貸方表
300
300
500
残余，評価
膠の原価へ振替
残余物の評価200
膠の原価へ振替
原価へ振替
（Relev6　bu　cr6dit　du　Grand　Livre　du　compte　en　nature）
（532）
2，000
300
200
100
500
〔これは原価と棚卸高の表を含み，かつこの二つの価値の合計により経営が責任を負
うたのと同一金額を見出させる〕
資産棚卸表，あるいは残高表，経営はこ
れにつき新しく責任を負う
原　料
炉
ボイラー
道　具
石　炭
小道具
企業が責任を負った
金額合計
2，200
　900
4，100
　400
2，000
　200
9，　800
17，000
26，800
膠の原価の勘定
原料　　　　　12，000
道具の使用（ボイラー引用者注）　800
同　　　　　　　　　　　　　200
石炭　　　　　　　　　　1，000
利　子　　　　　　　　　　　　300
失われた小道具および雑費　　　100
家　賃　　　　　　　　　　　　500
炉の使用　　　　　　　　　　　100
労働者　　　　　　　　　　　　2，000
　　　　　　　　　　　　　17，000
上掲の17，000fr．は製造された膠，重量
20，000リーヴルに関係する。それ故，
1リーヴル当り17Sである。
　　すなわち：
石材料　　　　　　　　　　　12S
労働力　　　　　　　　　　　2
道具，使用　　　　・　　　　1
材木および石炭　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　17
売上，普通の条件，リーヴル当り　20
（533）
経営は支出に対して
責任を負った 26，800
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1リーヴル当り利益　　　　　　3
製造された膠20，000リーヴルに対して
合計3，000の利益を計上
経営の費消額　　　　　　　　17，000
現物残高　　　　　　　　　　9，　800
同一の合計　　　　　　　　26，800
売上高　　　　　　　　　　19，　699
売残高　　　　　．　　　　　312
収益合計　　　　　　　・　20，011
製品原価　　　　　　　　　　17，000
経営利益　　　　　　　　　　3，011
　このようななかにあって，特に金銭元帳に「製造経営」（entreprise　de　fabri
cation）なる勘定が設けられているのがわれわれの目を引く。その表題からす
ると，この勘定は今日いうところの製造勘定であるように思われる。だが，そ
の記入内容をみると，借方には，製造に関するすべての支出（すなわち購入材料，
賃金，諸経費さらには労働手段としての炉の建設費，道具（ボイラーを含む）などの原
価要素にかかわるすべての支出一合計26，　800fr．）が費消額と未費消額（棚卸額）
とに分離されないまま示されるとともに，他方，貸方には，製品売上高（合計
19，699fr．）と売価による棚卸高（312　fr．）一これは仲買業者Gu6rinに委託
販売のため積送され，未だ販売されていない獣膠製品2樽の売価をあらわす。
なお，この原価は266fr．である一が記載されているのであり，それからす
ると，この勘定はむしろ商業簿記における商品勘定（ないしは売買勘定）と同一
の構造をもつものと考えられるであろう②。確かに，ここでの記帳をみる限り，
そうである。
　しかし，金銭仕訳帳における仕訳記入をそのまま転記すると，この製造経営
勘定は借方に上記のような記入がおこなわれるだけで，この段階では，貸方には
何も記入されないはずである（ただし，備忘的な数量記入は省略）。何故このよう
な混乱が生じたのかは問題であるが，この勘定の性格規定にあたっては，この
点を見過すことはできないように思われる。ここでは，この点に注意を喚起し
ておきたい。その意味では，この勘定を整理し，利益を計算するためには各支
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出ないしは原価要素別の棚卸額が必要であり，そのデータを現物の仕訳帳およ
び元帳から入手しなければならなくなる。
　次に，現物会計をみよう。この記帳例では，現物仕訳帳は二つの部分に区分
されている。すなわち，　「経営の貸方記帳に関する製造作業場の現物仕訳帳」
（Journal　des　Comptes　en　nature　des　ateliers　de　fabrique　pour　la　Compta－
bilit6　du　cr6dit　de　1’entreprise）と「経営の借方記帳に関する，作業場管理の
現物仕訳帳」　（Journal　des　Comptes　en　nature　de　la　gesti・n　des　ateliers，　Pou
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rComptabilit6　du　d6bit　de　1’entreprise）とである。この両者は，その表題から
して，さきにみた金銭元帳における「製造経営勘定」にかかわるもので，前者
は特にその貸方に，後者は借方にかかわるものとみられる。実際，ペイヤソ
は，この点について次のように説明している。　「第一の区分は支出の勘牢
（c・mpte　des　d6penses）に関係し，かつ金銭元帳における経営の借方を構成す
る部分である。第二は生産物の勘定（compte　des　produits）に関係し，かつ金
銭でなされた商品の販売に関して経営が元帳に貸記される金額一それに売残
るかもしれないものに対する同一価格による評価額が付加される一を対象と
する部分である（3｝」と。その意味では，さきの記帳例にみられる現物仕訳帳の
二つの区分のうち，後者がペイヤソのこの説明における第一区分に該当し，前
老は第二区分に相当するものといえよう。
　さて，この現物仕訳帳の後者の区分（すなわちペイヤソのいう第一区分）には，
　（金銭元帳におけるさきの「製造経営」勘定借方に記入された）製造に関するすべて
の支出が各原価要素ごとに一度「作業場」勘定（Atelier）に振替えられた上で
製造作業の進行に伴って，消費部分をあらわす製品原価算入部分と，棚卸部分
とに振分けられ，製品原価が集計されて行く過程が示されている。
　次に，こうした現物仕訳帳におけるデータは現物元帳に転記され，原価要素．
別に分類・集計されるが，われわれは，この現物元帳から，上述のような製造
諸支出の配分過程をより明瞭にうかがうことができる。なお，ここに，炉，ボ
イラー，道具などの固定資産勘定が見出される点が注目される。
　ただし，この現物元帳には，こうした配分の結果として，製品原価に振替え
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られる各種の原価要素を集合する勘定が存在していない。リトルトソは，特に
原価計算と簿記との統合という視点から，この点について次のように批判して
いる。「この元帳には，r原価に振替』として貸方記入で表わしている各種の
原価項目を集合すべき勘定が欠けている。この原価項目を集合すべき勘定は，
財務方面と作業方面との二組の勘定記録をむすびつけるに必要な勘定であり，
この意味において，物品元帳（本稿でいう現物先帳のこと一引用者注）は依然不
完全ではある（4｝」と。
　このような現物関係つまり製造関係の記帳に関しておれわれの興味をひくの
は，　「現物元帳貸方表」　（Relev6　du　cr6dit　du　Grand　Livre　de　compte　en
nature）である。これは三つの区分からなる。まず第一区分には，さきの現物
元帳における各原価要素勘定の貸方金額がそれぞれ棚卸部分（借方側）と，製
品原価に算入さ為る部分（貸方側）とに分割表示されている。その限りでは，
この区分は文字通り「現物元帳貸方表」にほかならない。しかし，それにとど
まらず，ここでは各原価要素ごとに製品原価算入部分が集計されて，製品原価
の計算がおこなわれている点が注目される。その意味では，その過程を示した
貸方側はいわゆる製造原価報告書と同p内容を有するものである。なお，この
棚卸総額と製品原価の合計額は製造に関して生ずる一切の支出，すなわち，製
造経営の観点からは，　「当該経営が章任を負った支出総額を構成し」，さきに
掲げた金銭元帳における「製造経営」勘定の借方合計に一致することになる。
　次に，第二区分には，第一区分で計算された製品原価を引きついで，製造数
量との関係において製品単価を算出するとともに，さらに，単位当り売価と利
益を計算する過程が示されている。
　最後に，第三区分には，製品売上高と売価にもとつく製品棚卸高との合計額
（それは「製造経営勘定」の貸方合計に等しい）から，第一区分で算出された製品
原価を控除して，利益が示されている。なお，後にみるように，この利益は
「元帳勘定残高表」において算出されるいわゆる財産法上の利益と一致し，計
算の正確性が検証される関係にある。
　以上のように，「現物元帳貸方表」．は三つの区分から構成されており，その
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全体像はきわめて特異であるが，その名称からして，特に重要なのは第一区分
であると考えられる。
　（2）原　価　計　算
　さて，以上のような現物関係の帳簿や表にみられる製造諸支出の配分計算一
　　　　　　　　　　　　　　る一したがってまた，そのような形でおこなわれる製品原価の集計および計算に
関して，特に注目すべき点は，消費高つまり製品原価算入部分の把握のしかた
である。そこでは，原価要素のうち，賃金はもちろん，特に原料や石炭などに
っいて，消費高＝製品原価算入分が直接的に把握されているとみられるのであ
る。それは，とりわけ現物仕訳帳に明確にみられるが，これらの原価要素の貸
方記帳に関して，消費額が上段に，棚卸額が下段に示されている事実から推測
される。というのは，そのような配列は，後にみるように，固定資産項目につ
いて棚卸額が上段に，消費額が下段に示されているのと全く対照的であり，こ
の点を掛酌すると，それは上述の項目に関しては，まず，消費額が把握され，
しかる後に支出とかかる消費額の差額として棚卸額が求められることを物語る
ものと考えられるからである。そして，このような推測の妥当性は，特に原料
に関し，数量記入の段階で減耗分（d6chet）－400個一が消費量一24，　OOOl
個一とは別個に把握されている点から・裏付けられるであろう（なお・この
減耗分は原価に算入されないで，棚卸額に含まれている）。いうまでもなく・　このよ
うな減耗分と消費分の分別把握が可能となるためには，少なくとも原料の出に
っいての継続記帳がおこなわれなければならない。この記帳例では，この点に一
ついて何も述べられていないが，次の第三種企業の記帳例では補助簿としての
材料元帳（compte　en　mati6res）の使用が説かれているところから，ここで
も，このような帳簿の使用が予定されていたとみられるのである。その限りに
おいては，ここにみられる原価計算はすでにすぐれて近代的な内容をもってい
たといえよう〔5｝。
　しかしながら，このような消費高の直接的把握は全原価要素にまでは及んで
し最いのである。すでに指摘したように，炉，ボイラー，道具などの固定資産
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項目については，それと対照的に，棚卸額が上段に，消費額＝原価算入額が下
段に配列されているのであり，そこから，これらの項目に関しては，まずその
棚卸評価をおこない，それを媒介として，間接的にその消費額（つまり減価額）
の把握が企てられていたと考えられるのである。思うに，原料や石炭などのい
わゆる棚卸資産については，庫出高＝消費高が目にみえ，したがって数量的に
把握されるのに対して，固定資産に関しては消費高＝減価高は目にみえないた
め，そのような形での把握は不可能である。そのため，ここでは，それが棚卸
評価を媒介として間接的に把握されたのである。そのことは，つまるところ，
固定資産減価の直接的把握の方法としての減価償却が未だ確立していなかった
ことを物語るものにほかならない。なお，この場合における棚卸評価の基準に
ついては，ここでは何も触れられていない。
　かくして，この記帳例ではペイヤソが提示している原価計算は，労務費や支
払を伴う経費はもちろん，原料や石炭などの数量的把握の可能な棚卸資産につ
いても，すでに消費高の直接的把握をおこなっており，その限りで，すぐれて
今日的な内容を備えているものの，こと固定資産減価の把握に関しては，期末
棚卸評価の手段を援用していたのであり，その点では，前近代的な残1宰を依然
として内包しているものといわざるをえないのである。われわれは，そこに，
減価償却が原価計算の近代化に深いかかわりをもっていることの証左を見出す
ことができ，はなはだ興味深いのである。
　では以上のような内容をもつ原価計算の目的は何か。かかる原価計算の目的
として，まず第一に，管理目的より正確にいえぽ，原価諸要素の管理目的を挙
げることができる。それは，さきにみた原価計算過程に関する一連の記帳関係
から明確にうかがわれるであろう。すなわち，そこでは，営業部門から受入れ
た原価諸要素の金額が製造部門の責任ないしは債務として金銭元帳の「製造経
営」勘定に借記され，そこからそれぞれ「作業場」勘定に振替えられた上で，
製造に伴って消費額として製品原価に算入される部分と棚卸額として次期に繰
越される部分とに配分される。そのうち，完成した製品にかかわるものについ
ては，その製品の原価をもって「製造経営」の責任ないしは債務の解除がおこ
　　　88　明大商学論叢　　　　　　　　　　　　　　 （538）
　　なわれるが，棚卸高としてなお製造部門に残存する原価要素に関しては，当該
　　部門の債務として繰越される。そして，この両者の合計額は最初に受入れた原
　　価諸要素の金額と一致し，それをもって製造過程における原価諸要素の移動過
　　程が統制されるという記帳関係が見受けられるのである。その意味では，ペイ
　　ヤソの示す製品原価の集計および計算過程の記帳の背後には管理思考が貫いて
　　いるのであり，しかもそのような思考が人的勘定理論という当時支配的であっ
　　た複式簿記の枠組についての考え方と結びついて展開されていたのである〔6｝。
　　この点からすると，金銭元帳における「製造経営」勘定が記帳のしくみの上で
　　は今日的な製造勘定のような位置を占めながらも特に借方に原価諸要素に関す
　　るすべての支出を記載し，その限りにおいて，製造に関する現物記帳を統制し
　　ているのも，もっぼらこのような原価諸要素の管理目的に由来するものと考え
　　られるであろう。
　　　さらに，ペイヤソは，このような管理目的のほかに，利益計算目的を原価計
　　算に付与していたのである。それは，彼の次のような叙述の中にみられるであ
　　ろう。「経営がこれら二つの計算（comptes）に関して果たすべき課題は・支出
，
　　のうち，製品原価に算入されるべき部分と，棚卸価値（valeur　inventoriable）
　　として残存するものとを区別することである。その結果，利益を算出するため
　　には，原価合計を製品売上高から控除することが残されるだけである〔7｝」（傍点
　　一引用者）と。そして，ここに彼のいう「原価合計を製品売上高（正確には・
　　売価こよる製品棚卸高を加えたもの）から控除する」形の利益計算は，さきにみた
　　「現物元帳貸方表」の第三区分つまり最終区分に見出されるのである。
　（3）利益計算
　ところで，このような利益計算は一見損益法的利益計算そのもののように思
われる。確かに，形態的にはそうである。しかし，］そこでは，製品棚卸高が売
価により評価され，したがって未実現利益が計上されているのであり，その点
において，かかる利益計算は，原価主義に立脚し，未実現利益の計上を排斥す
る，今日的な意味での損益法的利益計算と異なる面をもつことに留意しなけれ
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ばならない。その意味では，それはやはり過渡的な内容をもつものであるとい
えよう。なお，このよづに未実現利益がすでに計上利益のなかに含まれなが
ら，それが低とんど問題にならなかったことは，基本的には市場をめぐる企業
閲の競争が当時未ださほど激しくなく～価値ρ実現が比較的容易におこなわれ
るという経済的諸条件に根ざすものと考えられるであろう。
　それはさておき，このような形で計算された利益3，011fr．は「元帳勘定残
高表」に示された利益と一致し，それをもって計算の正確性psva証されている
点が注目される。
　この「元帳勘定残高表」（Bilan　ou　Balances　des　Comptes　du　Grand　Livre
dans　leur　ordre）はしくみの上では，確かに特異であるが，内容的にはまさし
く貸借対照表にほかならない。すなわち，そこでは，まず，金銭元帳における
諸勘定の中から「製造経営」勘定の残高を除いたものを記載し，一応合計を出
した上で，除外された「製造経営」勘定の残高，つまり現物元帳における諸勘
定の残高一それは製造部門に引渡された原価諸要素の棚卸高をあらわす一
と，製品の売価による棚卸高を借方側に加算し，そして借方合計（つまり資産合
計）から貸方合計（負債合計一説明の便宜上，期首資本金はないと仮定されている）
を控除して，利益3，011fr．が算出されているのである。その意味では，ここ
での利益計算はいわゆる財産法的利益計算を代表し，前記の「貸方表」の最終
区分にみられる「損益法」的利益計算と照合し，計算の正確性を検証し合う関
係にあるということができる。これこそ，リトルトソの表現をかりれば，「彼
　（ペイヤンのこと　引用者注）は数百年来の複式簿記の特色であるところの均衡
による検証をおこなっている（8）」といわれるゆえんである。ただし，このよう
な二通りの利益計算はいずれもここでは勘定機構の枠内でおこなわれず，「現
物勘定貸方表」（第三区分）と「元帳勘定残高表」という表の上でおこなわれて
いるにすぎないのである。
　（4）　簿記と原価計算の結合問題
　最後に，現物関係つまり製造関係の記帳と金銭関係つまり財務関係の記帳と
の結合関係についてながめたい。この点について特に注目すべきは，前記の金
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銭元帳における「製造経営」勘定である。確かに，この勘定は，ペイヤンが示
す記帳例からみる限り，借方には，製造に関する諸支出，すなわち製造経営に
引渡された原価諸要素の取得価額が記入されているが，貸方には，製品の売上
高と　（売価による）棚卸高とが記入され，全体としては，単一商品勘定として
の記入内容ないしは構造を有している。だが，彼自身，はたして「製造経営」勘
定をこのようなものとして考えていたのであろうか。さきの馬車製造業の記帳
例におけるこの勘定（すなわち「経営」）の構造をみると，このような疑問が生じ
ざるをえない。そこでは，この勘定はむしろ今日の製造勘定にきわめて近い構
造を与えられているからである。　（ただ，借方に原価諸要素の取得価額が記入され
ている点が異なるにすぎない）。こうした疑問を解く鍵は，金銭仕訳帳の末尾にみ
られる「現物勘定の提示による金銭元帳の補正（記入）」にある。ここには，現
物元帳（ないしは「現物元帳貸方表」）において算出された製品原価をもって，次．
のような補正仕訳が示されているのである〔9〕。すなわち，
　　（借）商品倉庫，24樽，　17，000　　　　（貸）経営，膠20，000の原価　17，　OOO
　　（借）Leroy，　　19樽　　　18，948　　　　　　（貸）商品倉庫，22樽　　　　　　16，734
　　　　Gu6rin，　3樽　　　751　　　　　　　売残り品　2樽の原価　266
　　　　Gu6rin，2樽　312　　　利益　　　 3，　Oll
　この上段の補正仕訳こそ現物元帳と金銭元帳とを結びつける記帳にほかなら
ない。そして，これらの補正仕訳をそのまま金銭元帳に転記すれぽ，「（製造）経営1
勘定および「商品倉庫」勘定はそれぞれ次のような記入状態を示すはずである。
　　　　　　　　　　　　　　製　造　経　営
????????負
??
????????
ボイラー修繕
道具修繕
1，000
14，200
5，000
3，　OOO
　300
2，000
　300
　500
　400
　100
26，800
商品鱒膠・・・…の肺17・…1
（原価要素別棚卸高合計 9，800）
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商　品　倉　庫
陳造繕膠24樽 17・…1 （売上製品原価）
製品棚卸高
16，734
　266
　その結果，「製造経営」勘定は，借方に各原価要素の消費額ではなく，取得
価額が示されているという点を除けば，今日の製造勘定と全く同じ構造をも
ち，また「商品倉庫」勘定は，製品勘定と同一の記帳内容をもつことになるで
あろう〔10〕。
　しかし，すでにみたように，実際には何故かこのようになっているのであ
る。だが，たとえそうだとしても，われわれには，むしろ仕訳の段階で，上記
のように特に現物仕訳帳を通して算定された製品原価を「製造経営」勘定から
「商品倉庫」に振替える記入がなされていた事実の方を重要視しなければなら
ないように思われる。いうまでもなく，仕訳記入は原始記入であり，ペイヤン
自身も述べているように，元帳はそれを異なった順序に分類し，機械的に再現
するものにすぎない〔11）からである。かくして，．この記帳例における「製造経
営」勘定も，少なくともペイヤソの頭のなかでは，今日の製造勘定的な構造を
もち，それ故に現物勘定（したがってまた「現物元帳貸方表」）を統括する統制勘
定としての性格をもち，現物元帳と金銭元帳とを統合する役割をになわされて
いたと推論されるのである。その意味では，現物元帳のなかに原価要素を集合
する勘定が存在せず，また，金銭仕訳帳と金銭元帳の間に上述のような食違い
ないしは混乱がみられ，その限りできわめて不完全であるとしても，ペイヤソ
はすでに現物元帳と金銭元帳との統合，いいかえれぽ，原価計算と簿記との統
合を企てていたと結論できないだろうか（※）。
　　※この点に関して問題になるのはリトルトンの見解である。リbルトソは，このよ
　うな原価計算と簿記の統合，したがって原価会計の成立という観点から，さきに紹介
　したように，現物元帳は各種の原価要素を集合すべき勘定にして，財務方面と作業方
　面との二組の勘定記録を結びつけるに必要な勘定が欠けていたことを指摘し，．現物元
　帳の不完全さを批判する。しかし，このような欠陥はかの「現物元帳貸方表」　（第一
　区分）により補われていたとして，この「貸方表」に注目し，彼は，このなかに今日
　の製造勘定との類似性を見出すとともに，他面で，それが金銭元帳における「製造経
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営」勘定をほとんど複製したものに近いという性格規定を与えるものである。そし
て，彼は，このことをもって，このペイヤソの記帳方法が簿記と原価計算の統合とい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，う点で当時としては非常に進んでいたことを認めるが，しかし「財務計算と作業計算
とのそれぞれ孤立した二組の勘定を統一的に結合する鍵」としての，「r物品元帳』に
示されている棚卸高と『金銭元帳』IC示されている製造に関する経営勘定とをむすび
つけるべき記帳」がなされていないという点で，このような統合は不完全であったu21，
と論評するのである。
　このようなリトルトソの見解について特に問題になるのは，彼の立論の出発点とな
っている「製造経営」勘定についての理解である。彼においては，この勘定は，記帳
例にみられる通りに，基本的には，単一商品勘定的な構造をもつものと解されている
ように思われる。そのためにこそ，この勘定を整理するためには，なによりも借方に
記載されている原価諸要素の棚卸高が現物元帳から求められなければならず，それに
閥する記帳こそが現物元帳と金銭元帳とを結びつける鍵とみられたのであった。しか
し，このような見解においては，前記の「現物勘定の提示による金銭元帳の補正（記
入）」が無視されているのである。この補正記入にみられる〔（借）商品倉庫17，000（貸）
経営17，000〕という仕訳こそが実は現物元帳と金銭元帳とを結びつける鍵なのであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tり，したがってそれを転記した後の「製造経営」勘定は，たとえ借方に原価諸要素の
取得価額が示されているとはいえ，構造的にはむしろ，今日的な製造勘定に類似する
ものと考えられるのである。
・（1）　Payen；op．　cit．，　p．12　suiv．
t（2）　このような解釈は白井教授の前掲書に明確にみられる。教授は次のようにいわれ
　　る。「製造ないし事業に関する一切の支出が，資本的支出と収益的支出との別なし
　　にすべて，仕訳帳を通じて直接『（製造に関する）経営』勘定借方に記入されてい
　　る。しかしながら，前例の馬車製造業の場合とは異なって，製造原価の算定に基
　　づく、『経営』勘定から『倉庫』への製品の振替記入は与えられてはいないのであ
　　って，その代わりに，売上高の記録がそのまま「製造に関する経営」勘定貸方に
　　示されているのである」。「このことは，明らかに，次に考察される『物品元帳』
　　（本稿でいう現物元帳のこと　　引用者注）での『倉庫』勘定が，製品に関して
　　は，数量記録に関係するのみにて何らの原価ないし金額による記録をも示してい
　　ないことと並んで，ここでの原価の算定が，計算上の単純な条件にもかかわら
　　ず，経常的な実務として与えられたものではなく，僅かに，期末における損益計
　　算目的にのみ従属するところの，きわめて限定された意味において理解されてい
　　たことの一証左であり，その表現でもあると考えられるであろう。そして，その
　　ことによって，ここでの『経営』勘定は，むしろ，いわば従来の売買勘定的な本
　　質において現われた『製造勘定』の構造に逆戻りせしめられているともなしうる
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　　のである。とすれば，その限りにおいてわれわれは，従来の諸著作とは本質的に．
　　区別されるぺき会計処理の近代性をそこに見出すことはできないのであって，こ
　　の点の具体的理解は，さらに，次の物品元帳における諸記入を通じて看取される
　　であろう彼の原価計算手続に関連しても，より明瞭に与えられることとなるであ、
　　ろう」と。前掲書，204～207頁。ただし，ここで，このような立論の重要な基礎
　　となっている「前例の馬車製造業の場合とは異なって製造原価の算定に基づく
　　　『経営』勘定から『倉庫』勘定への製品の振替記入は与えられない」という論点、
　　について，それは事実に相違している旨を指摘してお，きたい。なるほどリトルト
　　ンの著書には取り上げられていないが，ペイヤンの原書には，後にみるようにか・
　　かる振替記入が「金銭仕訳帳」の補正記入として示されているのである。
（3）　Payen；op．　cit．，　p．27．
（4）Littleton；op．　cit．，　p．329．邦訳448頁～449頁。
（5）　この点について，リトルトンは「この元帳（現物元帳のこと一引用者注）に収．
　　められている勘定は，製品原価および販売原価を算定するべき，いわば，　『作業．
　　勘定』である。この場合，関係勘定の期末残高に対する棚卸評価の如何は，製造
　　に費消された価値をきめる上に直接ひびいてくるが，　Payenはこの点につきそ
　　　うとうに意を払ったことが明らかに看取される」と述べている　（op．　cit．，　pp．
　　327～328．邦訳448頁）が，これからわかるように，彼は，この現物元帳にみられ．
　　る原価計算を画一的に棚卸評価的であると評価している。しかし，そこでは，さ
　　きにみたように，固定資産減価以外の原価要素については，消費高の直接的把握．
　　が企てられているのである。
（6）この点について，木村和三郎教授は次のようにいわれる。「営業と工場（shop）と、
　　が対立し，更にこれに倉庫が対立し，これらが相互の責任関係を記録するのが尚
　　当時の複式簿記であったのであり，勘定体系の考え方が尚人名勘定的・貸借簿言己
　　的であったのである。注目すべき事実である」　と。木村和三郎，前掲書，406i
　　頁。
（7）　Payen；op．　cit．，　p．27．
（8）Littleton；op．　cit．，　p．333．邦訳p．453．
（9）　Payen；oP．　ci亡．，　P．16．
㈹　もっとも，商品倉庫勘定については，問題が残る。というのは，すでに指摘した
　　ように，この勘定は，金銭仕訳帳における仕訳記入を機械的に転記する限り，捕
　　正前の段階では，貸方には，製品売上高を示しているはずであり（ただし，ペイ
　　ヤンの記帳例では，それと違って，製品の問屋への積送高，売上高および棚卸高
　　を，数早記入一つまり備忘記入一として示しているにすぎない），　したがっ
　　て，それは，もしこの補正記入により，その貸方に売上原価および原価による製．
　　品棚卸高が記入されるとなると，矛盾を生ぜざるをえない。前者のような記入内
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　　容を示す商品倉庫勘定は商品勘定としてのしくみをもつのに対して，後者の記入
　　状態を示す倉庫勘定は製品勘定としてのしくみをもつのである。この点に，混乱
　　が見受けられる。
（11）　Payen；op．　cit．，　p．27．
㈱　Littleton；op，　cit．，　pp．329～330．邦訳448頁～450頁。
醤（三）　化学工場の簿記
　ペイヤソは，さらに，第三種企業の記帳例として化学工場の簿記を示してい
る【1｝。ここで問題となる企業は，彼自身の言葉をもってすれぽ，　「二つの主
要生産物，一個の売残品をもち，三基の炉をもち，作業場用建物（hangard　pour
atelier）を建設し，あらゆる種類の労働者や請負人を働かせている」ような企
業である②。
　さて，この記帳例においてペイヤソが示している記帳体系は，金銭会計
（comptabilit6　en　argent），現物会計（c・mptabilit6　en　nature）および材料会
計（c・mptabilit6　en　mati6re）から構成され，新しく材料会計がつけ加えられ
た点を除けば，さきにみた二つの記帳例，特に獣膠製造業の記帳例の場合と，
基本的に異なるところはない（ただし，金銭仕訳帳と同元帳は省略されている。）。こ
こにいう「材料会計」とは，彼により「材料，その作業場における動きおよび
その種々の主要生産物または中間生産物についての会計である。それは（1）企業
の利用に委ねられた材料のうち，製造に役立ち，消費されたものの数量，②獲
得された生産物の数量およびその種類を確定する〔3）1と説明されるように，製
造のために使用消費された原材料と，その結果産出された生産物の数量把握の
ための継続記録法として注目に値するものである。これによって原材料消費量
の直接的把握が可能となり，原価計算の近代化がはかられるであろう。
　次に，ペイヤソは，この第三の記帳例において，「支出およびそれから生ず
る財の分類表」　（Ta．ble　raisonri6　contenant　la　Classification　des　D6penses　et
，des　Objets　qui　en　sont　r6sult6s）なるものを提示している。そこでは，製造に
閥する諸支出が「論理的順序」にしたがって六つのグループに分類されている
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〔第16例〕　「支出およびそれから生ずる財ep分類表」
????????
????????????????
石 ??
??
?
雑
?????
??
?
働
?
?????
?
者
??????????????????? ??????????作【?????????
???????
?
?
金
?
植物
??????
???????????
???????
?
ブ
??
?? 鉄
キ
加　　工　　木　　材
??? 瓦 ???
建
?????????
　　　　　物
　炉
　具　（木　．材）
　具（建築）
物　　道　　具
　具（銅）
　具（鋳鉄）
　具（鉄）
　具（鉛）
　具（ブリキ）
　具（小　）
??? ???
が，それぞれについて彼は次のように説明している（4）。
　第一のグループは，製造に固有の原材料や物質を含む。そして，それらは直
接かつ特別に製造に役立つ。それらは消費および棚卸部分の一部をなすことが
できる。
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　第二は，賃金および雑費のような，製造において完全に消費される支出を含
む。
　第三は，請負労働者および御用商人の支出を含む。それから生ずる支出の適
用は，その種々の性質により，あるいは道具，あるいは炉，あるいは建物に対
してなされる。そしてこれらの支出の合計が原価に計上されうるのは，これら
三つの名称のもとにおいてのみである。
　第四は，建物，炉および道具に役立つ建設材料，特に金属を含む。そして，
これらの財が支出に計上され，原価または棚卸部分に適用されうるのは，同様
にこれらの三つの名称，またはその一つのもとにおいてのみである。
　第五は，第三および第四分類の支出の協力によって製作された新しい財の名
称を含む。第一および第二の支出は製品に直接に，かつその固有の名称のもど
に適用されうるが，これに対して，人が述べたように，これらの第三および第
四分類の支出は，それらが生産する三つの財の新たな名称のもとにおいての
み，消費または棚卸に計上されることができるからである。
　第六の分類は，すべての支出が到達する二つのポイソト，すなわち生産物の
原価，したがってその単位当り原価を構成する消費部分と，棚卸部分とで＆
る。
　このように，ここでは，各支出グループ間の差異に目が向けられ，しかも特
に第一グループの支出について直接費としての認識がみられるのが注目され
る。このことは，他面，このような直接費としての性質をもたざる費用として
の「間接費」の存在が彼の意識にのぼりかけていたことを物語るものといえよ
う。
　ところで，このような「分類表」に記載されている諸項目こそが現物元帳の
諸勘定を構成する。現物元帳からいくつか注目に値する勘定をここに抜葦しよ
う㈲。
〔第17例〕現物元帳（抜葦）　　原材料
現物による送り状　　　　　　15，000　　　実際受入量
　　　　　　　　　　　　　　　　　減耗または損失
14，000
1，000
15，　OOO
（547）
責任割当量
金銭による送り状
消　費
支出総計
勘定書総計
消　費
炉A．石工
煉　瓦
石　膏
金具工
　鉄
切　石
原　価
14，000
4，800
1，500
建
13，010
13，010
500
1，100
　300
　120
　300
　450
　50
2，320
?
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消　費
棚卸量
4，680
9，320
金銭による消費
金銭による棚卸
金銭による減耗
14，000
1，500
2，980
　320
第一生産物
第二生産物
???????? ?????????????? ??? ??????
4，　800
1，000
　50〔｝
1，500
1：igg｛
2，　300
　700?
??
??
，，199
??
　500
棚　卸
消　費
第一生産物
第二生産物
評価額
減　耗
13，010
12，510
　500
　320
　180
1，700
　620
2，320
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炉B．石工
煉　瓦
石　膏
金具工
　鉄
切　石
700
500
100
200
908
70
　　　　　　　　　　　　　2，478
炉C．石工　　　　　　　　　500
煉　瓦　　　　　　　　　　　250
石　膏　　　　　　　　　　　　80
　鉄　　　　　　　　　　　　　681
切　石　　　　　　　　　　　　180
金具工　　　　　　　　　　　　250
　　　　　　　　　　　　　1，941
　　　　　　　　　　　　　2，478
　　　　　　　　　　　　　2，320
3台の炉の原価・………………・・6，739
3台の炉の減耗
総　計……………………………
2台の濾過器
3台のハソドル
鋳鉄製の5個の箱
使　用
2，000
　木　材
2，200
2，000
1，000
250
5，450
評価額
減　耗
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1，678
　80σ
2，478
評価額
減　耗
1，361
　580
1，941
消　費
棚　卸
2，　OOO
4，739
　第一生産物
　第二生産物
道　具
　濾過器評価額
　ハソドル
　5個の箱
　使　用
　第一生産物
　第二生産物
6，739
1，400
　600
　2，100
　1，900
　　950
　　250
　　100
．　　150
5，450
　これらの勘定をみるとわかるように，ここでも製造に関する諸支出がそれぞ
れの項目ごとに製品原価に算入されるべき消費部分と棚卸部分とに配分されて
おり，その点において，さきにみた第二の記帳例の場合と，基本的に異なると
ころはない。また，各原価要素ごとの消費額の把握についてみても，やはり原
材料関係の項目は直接的に，固定資産の減価は当該項目の棚卸評価を媒介とし
て間接的にそれぞれ把握されていることがわかる。
　しかし，この記帳例にも新しい側面が全くみられないわけではない。少なく
とも，原材料勘定に関して，数量と金額の両面から，消費高と棚卸高について
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の記帳がなされていること，および，第一生産物と第二生産物という二種類の
製品が存在し，そのおのおのに消費額の割当計算がおこなわれていることは，
前例には見受けられなかった事柄である。このうち，まず前者は，いわゆる
「材料元帳」の使用が説かれていることとともに，特に原材料管理の観点から
注目に値する事柄であるといえよう。次に，後者は，そのような割当計算の背
後には，各消費の割当計算上における差異，したがって，　「直接費」に対する
丁間接費」の認識がたとえ漠然とした形ではあるとしても，すでにペイヤソにお
いて，存在していたのではないかという推論を導き出させる点において，われ
われにはとりわけ興味深く思われるのである。ただし，そのような割当ないし
は配賦計算の基準については何も触れられていない。以上のような原価の各製
品への割当計算を総括し，製品原価の集計および計算の過程を示したものが，次
に掲げる「消費会計総括表」t（Bilan　de　la　Comptabilit6　de　la　C・nsommati・n，
balanc6　par　les　Prix　Cofitants　des　Produits）である。
　〔第18例〕　消費会計総括表???????
原　材料
木
石
壌
塩
酸
材
炭
労　働　者
?
1，500
2，000
2，500
］，500
1，000
500
2，500
2，000
原 価
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第1生産物　第2生産物
500
500
1，000
600
200
200
1，000
1，000
1，500
1，500
900
800
300
1，500
1，400
100　明大商学論叢
建 物
指物用道具
大工用道具
小　道　具
銅の道具
鋳鋼の道具
鉛の道具
ブリキの道具
?
?????
車
? ????
500
250
250
500
100
70Q
400
300
275
225
2，　500
20，000
第2生産物
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第2生産物
第1生産物
第2生産物
600
180
100
100
200
40
200
100
100
145
100
1，000
（550）
32（》
15（〉
15（〉
30（）
6（｝
50（〉
30（》
200
13（｝
125
1，　500
7，415 12，585
7，415
20，000
　なお，このような製品原価の計算過程に関連して，ペイヤソは特に原価要素
に生じる減耗（d6chets）および損傷（avaries）の処理について次のように述べ
ている〔6）。
　「減耗および損傷にはいくつかの種類がある。その一つは，作業場の管理よ
り以前のもの，あるいは管理には無関係なものである。作業場は受取った数量
と品質についてのみ責任を負うのである。いま一つは偶発事故および製造の過
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失から生じ，生産物の支出の一部をなすものである。前者は，生じたかもしれ
ない偶発的にしてかつ製造に無関係な利益と同様に，金銭仕訳鰻の利益および
損失の欄に記入される。後者は当然記入され，控除される。けだし，人は作業
場の当座帳のなかに多くのあるいは僅かな，獲得された生産物のみを記入する
のであるから」と。
　このように，彼は，ある種の原価要素に生じる減耗および損傷について，作
業場の管理に関係するものと，管理外にあるものとに区別し，前者は生産物の
原価に算入されるが，像者は金銭仕訳帳に損失として記帳されるべきであると
述べ，両者の取扱い上の差異を指摘している点が注目される。
　以上みたところから明らかなように，ペイ．ヤンの示す第三の記帳例には，（1）
「材料元帳」の使用，（2）二種類の製品への原価要素消費額の割当計算，それに
関連して特定原価要素についての「直接費」としての認識，（3）減耗および損傷
について管理可能なものと不能なものとの区別など，原価計算の発展の上でぎ
わめて興味夢る問題が取扱われているのである。特に第2の点は，未だ漠然と
しているとはいえ，他面における「直接費」にあらざる原価の存在をすでに彼
が意識していたのではないかという推論を可能ならしめるものであり，本来的
な減価償却概念の確立，したがって，原価計算の近代化への方向に一歩踏み出
したものとしf注目に値するものといえよう。けだし，製造間接費の認識とそ
の配賦問題こそが本格的な減価償却問題の展開を促進し，費用配分的な減価償
却概念を成立せしめる重要な要因であると考えられるからである。
（1）　Payen；Qp．　cit．，　p．28　suiv．
（2）　Payen；oP．　cit．，　P．3．
（3）　Payen；Qp．　cit．，　P．6．
（4）　Payen；op．　cit．，　pp．33～34．
（5）　Payen；op．　cit．，　pp．54～62．
（6）　Payen；Qp．　cit．，　p．34。
〈四）　む　す　び
　1C2　明大商学論叢　　　　　　　　　　　　　　（552）　’
　以上，われわれは，1817年に出版されたペイヤソの「製造業者簿記論」を考
察した。ここにその結果を総括すれば，次のようになるであろう。
　まず最初に彼が提示している馬車製造業の簿記には，確かに馬車の製造過程
に関する記帳が取り上げられているが，しかし，それは「手間賃を支払ってす
べてを作らせる」という特殊な生産形態　　それはいわゆる「異種的マニュフ
ァクチェア」の一形態とみられる一を反映したものであり，むしろマニュフ
ァクチュアから独立した各種職人との間の外部営業取引に関する記帳と把握さ
れるべきものである。その意味では，そこには，各職人や商人の勘定書を集計
して，そこに含まれる支出を生産物たる三台の馬車に配分し，それぞれの原価
を計算する手続が示されているが，そのような手続はもともと経営内部の製造
過程にかかわる「製造原価計算」とは考えることができないであろう。
　次に，「有機的マニュファクチュア」の典型とみられる獣膠工場の簿記に
は，獣膠の製造過程に対応した本来的な製造原価計算の原型が見受けられる。
しかも，そこでは，各原価要素の消費高，つまり製品原価に算入される部分
は，少なくとも固定資産項目に関するものを除いて，製造過程の進行に伴い，
直接的に把握されているのであり，その点において，ここに示されている原価
計算はすぐれて近代的な内容を有しているといえよう。この点は特に注目に値
する事柄である。だが，固定資産減価に関してだけは，未だ棚卸評価の手続を
援用し，それを媒介として間接的に把握されていたのであり，その限りにおい
ては，確かに，ペイヤソの示す原価計算には前近代的な残津が依然として内包
されていたといわざるをえない。そこから，われわれは，減価償却問題が原価
計算の近代化に本質的に重要な関係をもつことを理解しうるであろう。
　ところで，以上二つの記帳例に示された簿記はいずれも営業過程にかかわる
「金銭会計」と製造過程にかかわる「現物会計」とから成立つ体系をとってい
たが・第三の化学工場に関する記帳例では，さらに「材料会計」が付加され，
原材料の庫出および生産過程への投入と，それから生ずる一連の生産物を継続
的に数量把握するための技術的工夫が採用されているのが注目される。これに
より原材料消費高の直接的把握，また減耗分の分別把握が可能となることはい
　（553）　　　　　　　　　　　　　　　　　ペイヤンの「製造業者簿記論」　　103　」
うまでもないであろう。さらに，ここでは，二種類の製品の製造が問題となり，
そのおのおのに各原価要素消費額の割当計算がおこなわれているが，その事実
は，各消費の割当計算上における差異，それ故に直接費に対する「間接費」の
認識がたとえ未だ漠然とした形であるにせよ，すでにペイヤソの意識にあった
のではないかと推測さぜる点でとりわけ注目に値するものといえよう。まさし
く製造間接費の認識と，その配賦問題の発展こそが本来的な減価償却概念を生
み出し，それを通じて，原価計算の完全な近代化をもたらす重要な要因なので
ある。
　最後に，　「金銭会計」と「現物会計」との統合，すなわち簿記と原価計算と
の統合について触れておきたい。すでにみたように，この点に関して，特に第
』二の記帳例における金銭元帳の「製造経営」勘定の構造をどのようにとらえる
かが問題になる。ペイヤソが示しているこの勘定の記帳例からみると，確かに
それは商品勘定としての構造をもつものであるが，仕訳記入との関連からは，
むしろ今日的な製造勘定にきわめて類似する構造をもつものとみられるのであ
る。その意味では，製品原価をもって，かかる「製造経営」勘定から「商品倉
庫」勘定へ振替えるための補正記入を通じて，金銭元帳とその補助元帳として
の現物元帳との統合が，少なくとも彼の頭の中では，企てられていたといえる
のではないだろうか。なるほど，仕訳記入と勘定記入との間に重要な混乱がみ
られ，また，現物元帳には各原価要素の消費高を集計するための勘定が欠けて
いるなどの点できわめて不完全であることは認めるにやぶさかではないが。
　これを要するに，ペイヤソの「製造業者簿記論」は，確かにいくつかの点で
は未だ不完全さを内包し，その意味で依然として過渡的であるが，原価計算の
観点からは，特に各原価要素の消費高（ただし，固定資産減価は除く）の直接的把
握という点で，近代的な内容をもつと同時に，簿記と原価計算の統合という観
点からも，きわめて進んでいたといえよう。これらの点で完全な近代化がはか
られるには，製造間接費の認識とその配賦計算の発展を経なければならないの
であり，その点で決定的に重要な役割を果たすものが減価償却問題なのであ
る。
